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研究成果の概要（和文）：五島南方海域において、オスのマッコウクジラの行動および社会構造調査を行った結
果、この海域のマッコウクジラは、高緯度の根室海峡のものよりも体長が小さく、社会性が高く、より長い時間
を水面での社会化行動に費やしていることが明らかとなった。このことは、社会性の高い個体の方が、頻繁にか
つ長時間社会化行動を行なっていることを示しており、長期的な社会性の維持に親和的社会行動が重要であるこ
とを示唆している。

研究成果の概要（英文）：The behavioral and social studies on male sperm whales off Goto Islands 
revealed that these sperm whales were smaller, more social, and spent more time in socializing at 
the surface than male whales observed in Nemuro Strait at higher latitude. These results indicate 
social whales tend to socialize long and frequently, and suggest affiliative social behavior is 
important to maintain long-term social relationships.

研究分野： 海棲哺乳類学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
霊長類や鯨類など社会的集団を形成する動
物では、親和的社会行動が広く見られること
から、社会集団を維持するために不可欠な機
能があると考えられてきた（Kutsukake 2008）。
しかしながら、これらの行動の機能について
短期的な関係修復という点からは多くの研
究がなされてきたが、実際に社会集団を維持
するという長期的な利点を確認した研究は
ない（Sussman et al. 2005）。本研究では、
血縁や繁殖に関わらない群れを形成し、成長
に伴い社会性を低下させていくという、他の
哺乳類に見られない社会形態を持つオスの
マッコウクジラをモデルにして、親和的社会
行動が、実際に社会集団の維持に貢献してい
ることを明らかにしようとした。 
メスのマッコウクジラは低緯度海域におい
て、血縁個体からなる母系の社会ユニットで
終生生活する。一方オスは 6歳程度で出自群
を離れ、同じような大きさの個体と集団を作
る。この集団は、個体の成長に伴い、徐々に
高緯度に生息場所を移すとともに集団サイ
ズが小さくなり、最終的に 1、2 頭となる
（Whitehead 2003）。メス、オスの集団とも
に一日の大半の時間を広い海域に散開して
採餌潜水に費やすが、ほぼ毎日、集団の多く
個体が集合して、水面近くで社会化行動
(socializing)と呼ばれる活発な親和的個体
間交渉を行う時間がある（Whitehead 2003）。 
オスのマッコウクジラの集団は血縁に基づ
くものではなく、異なる母系集団を出自とす
るオスが集まって形成するため、集団を維持
するために、各個体は積極的に個体間関係を
築く必要があると考えられる。オスのマッコ
ウクジラは社会化行動により個体間関係を
築き、群れを維持しているのではないかと推
測される。オスのマッコウクジラの特異な社
会構造を利用して、成長による社会性の低下
が、社会化行動の出現頻度の低下に伴って生
じているのかを検討することで、この推測を
確認することができると考えた。 
 
２．研究の目的 
親和的な社会行動は多くの社会的動物種で
見られ、悪化した個体間関係を一時的に修復
する機能を持つことから、社会集団の維持に
重要な役割を果たしていると考えられてい
る。しかし、これらの行動が実際に社会集団
の維持そのものに貢献しているのかは調べ
られていない。本研究では、オスのマッコウ
クジラにおいて、成長による社会性の減少と
親和的社会行動の発現が関係しているのか

を調査することで、親和的社会行動が個体関
係の維持に必要な行動なのかを明らかにし、
親和的社会行動が実際に社会集団の維持に
貢献していることを示す事を目的とする。申
請者らはこれまで北海道根室海峡でオスの
マッコウクジラを対象に、個体識別に基づく
社会構造調査およびデータロガーによる潜
水行動調査を行ってきた。これまでに 150 頭
の識別個体が得られ、これらの推定体長から
成長終了前後のオスが多く含まれることが
明らかとなっている。社会分析によりこれら
の個体関係の情報が蓄積されているほか、11
頭から 700時間を超える潜水行動データが得
られており、詳細な行動の情報も収集されて
いる。 
長崎県の五島南方海域に夏季にオスのマッ
コウクジラが回遊する海域が見出された。予
備調査の結果、これらのクジラは根室海峡に
回遊するものよりも個体の大きさが小さく、
集団サイズが大きいらしいことが分かって
きている。この二つのフィールドのオスのマ
ッコウクジラの社会、行動を比較することで、
成長に伴う個体の社会性と社会化行動の出
現の関係を調べ、社会化行動が社会関係に果
たす役割について検討することを目的とし
た。 
 
３．研究の方法 
オスのマッコウクジラの社会性と社会化行
動の関係を明らかにするために、夏季に長崎
県五島沖において以下の一連の調査を行っ
た。 
(1)調査船からマッコウクジラの尾びれの
写真を撮影し、個体識別を行った。真後ろか
らの尾びれの写真あるいは真横からの背中
の写真が撮影可能な場合、撮影と同時に赤外
線距離計を使用してクジラまでの距離を計
測した。撮影距離、撮影倍率と写真上の尾び
れ幅あるいは噴気孔から背びれまでの距離
とから、実際のこれらの長さを算出し、すで
に得られている体長に対するこれらの長さ
の関係式より体長の推定を行った。(2)尾び
れの写真から個体識別を行い、そのデータを
元に社会分析を行った。ある 2個体が共に観
察される時間割合の推定値である同伴指数
を算出するとともにネットワーク解析を行
った。(3)マッコウクジラを発見後、追尾し
ながら行動の観察を行い、社会化行動（個体
が水面で密集し、互いに触れあったり、水面
に頭を上げる行動を繰り返す。時に尾びれを
上げずに浅い潜水を行う）の行動バウトを記
録し、その頻度を算出した。(4)吸盤装着型



データロガータグをマッコウクジラに装着
し、その水中行動を記録した。データロガー
はリトルレオナルド社製 3MPD3GT および
Cetacean Research Technology 社 製  の
Acousonde3B を使用した。装着は船舶に装備
した15mのカーボンファイバー製のポールを
利用して行った。ロガーにより得られたデー
タから、社会化行動を含む水面滞在時間活発
を抽出し、その頻度を算出した。(5)曳航式
ハイドロフォンを用いてコミュニケーショ
ン音の発声頻度を計測した。 
最後に五島海域で得られたこれらのデータ
を、すでに得られている根室海峡でのデータ
と比較し、社会性の程度と社会化行動の頻度
が関係しているかを確認した。 
 

４．研究成果 
 
(1)体長推定および社会関係 
五島海域で11頭のオスのマッコウクジラが
個体識別された。識別記録から個体の同伴指
数を算出し、並べ替え検定を行ったところ、
これらのクジラの同伴関係はランダムでは
なく、個体間に関係性があることが示唆され
た。また調査開始以降、同じ 5頭が同じ日に
識別され、これらの個体は数年にわたる社会
的な関係にあると考えられた。 
この 3 年間に 9 頭の体長推定値を得た。そ
の範囲は 8.9〜14.6m、平均 11.5ｍで、根室
海峡でこれまでに得られている 49 個体の値
（平均 15.8ｍ）よりも小さかった(図 1)。報
告されているマッコウクジラのオスの成長
曲線から、五島のマッコウクジラはほぼ性成
熟前後の 10 歳から 20 歳程度、一方、根室海
峡のマッコウクジラは性成熟後の 30 歳程度
と考えられる。五島海域には若いオスが来遊
していることが明らかとなった。 

五島海域のオスの平均同伴指数は 0.4 で根
室海峡のオスよりも大きく（図 2）、平均同伴
指数、同伴のつよさを示すネットワーク尺度
は体長とともに減少する傾向を示した（図 3）。

このことは、マッコウクジラのオスは成長と
ともに、社会性が低下していくことを明確に
示している。 
 
(2)社会的行動の頻度 
 3年の調査期間に行われた約221時間の行
動観察で、複数頭の個体が水面でクラスター
を形成することが 81 回観察された。また、
2017 年 5 月 25 日にはこれまで複数回同日で
の同伴が確認された6頭による社会化行動が
5 時間にわたり観察され、そのうち 3 頭から
表皮のバイオプシーサンプルを得た。今後、
これらの個体間の遺伝的な関係を解析する
予定である。 
 
(3)データロガーによる行動解析 
2016 年 6月と 2017 年の 5月に、五島海域で
5 頭のマッコウクジラに吸盤装着型タグを装
着し、総計約 60 時間の潜水データを得た。5
時間以上の連続データが得られた3頭につい
て、その水面滞在時間は、3時間 46 分で、装
着時間の 24.7％であった。根室海峡における
データロガー調査で得られた 10 頭のデータ
での水面滞在時間は 18.7 時間で、装着時間
の 11.9％であり、五島のマッコウクジラは、
根室海峡のものよりも約2倍の時間を水面で
過ごすことが明らかとなった。この水面滞在
時間には、個体が集合して社会化行動と休息

 
図 1 根室海峡（上）  五島海域（下）のマッコウクジラの推定
体長の分布。 

 

 
図 2．根室海峡（上）と五島南方海域（下）のオスのマッコウ
クジラの同伴指数の分布。 

 

図 3. ネットワーク親和性と推定体長との関係。 
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を行う時間が含まれるため、これら個体間関
係の構築に利用される時間が五島海域の方
が 2倍ほど長いことを示唆している。 
 
(4)コミュニケーション音声の発生頻度 
この 3 年間に録音された 104 時間の音声デ
ータに、コミュニケーション機能を持つとさ
れる、スロークリックスが 73 回、コーダが
10回記録された。それぞれ時間あたり0.7回、
0.1 回となる。これら音声は根室海峡では稀
であり、コーダはこれまでの調査で数度しか
記録がない。五島の若いマッコウクジラはこ
れらのコミュニケーション音をより頻繁に
発しているものと考えられる。 
 
以上の結果は、五島海域に回遊するオスの
マッコウクジラは、根室海峡で見られるもの
よりも、若く、社会性が高いこと、より多く
の時間を社会化行動に費やし、音声コミュニ
ケーションを頻繁に取り合っていることを
示している。これは社会的関係の維持に親和
的な社会化行動が重要な役割を果たしてい
ることを示唆するものである。マッコウクジ
ラのオスは、これらの行動を通して、社会的
な結びつきを強化することで、集団を形成、
維持し、これらの行動の減少と共に社会性が
低下する事で集団サイズが小さくなると考
えられる。 
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